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自
然
環
境
調
査
へ
の
電
子
野
帳
の
導
入
 

株
式
会
社
建
設
環
境
研
究
所
技
師
長
室
主
席
技
師
長
 
加

藤

真

司

 

自
然
環
境
調
査
の
必
要
性
 

我
が
国
の
自
然
環
境
の
適
切
な
保
全
 

や
生
物
多
様
性
の
確
保
の
た
め
に
は
、
 

ま
ず
は
正
確
に
自
然
環
境
を
把
握
す
る
 

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
各
種
調
査
 

が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
例
え
ば
 

河
川
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
生
息
す
る
魚
 

類
や
河
川
敷
に
茂
る
樹
木
や
草
本
で
あ
 

っ
た
り
、
森
林
内
で
あ
れ
ば
植
物
の
希
 

少
種
や
生
息
す
る
動
物
で
あ
っ
た
り
す
 

る
。
ま
た
、
飛
翔
す
る
鳥
類
の
調
査
が
 

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
専
 

門
技
術
者
に
よ
る
確
実
な
調
査
成
果
を
 

得
る
こ
と
こ
そ
が
、
地
道
で
は
あ
る
も
 

の
の
我
が
国
の
自
然
環
境
の
保
全
上
は
 

不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。
 

現
場
で
の
調
査
実
施
上
の
課
題
 

こ
う
し
た
自
然
環
境
調
査
で
は
、
対
 

象
生
物
の
確
認
地
点
が
重
要
な
情
報
と
 

な
る
。
従
来
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
調
査
票
 

や
図
面
に
生
物
種
名
や
そ
の
位
置
等
を
 

記
入
し
、
さ
ら
に
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ー
フ
 

の
撮
影
画
像
や
、
G
P
s
端
末
で
取
得
 

し
た
位
置
情
報
の
番
号
等
を
調
査
票
に
 

記
入
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
 

紐
付
け
て
い
た
。
そ
の
手
法
で
は
、
現
 

場
で
の
記
入
漏
れ
や
記
録
媒
体
の
複
数
 

使
用
に
よ
る
作
業
の
煩
雑
さ
が
発
生
す
 

る
こ
と
や
、
机
上
で
の
デ
ー
タ
清
書
・
 

整
理
作
業
 

の
負
担
が
 

大
き
い
こ
 

と
に
加
え
、
 

情
報
の
転
 

記
時
の
記
 

従来の調査の様子 

載
漏
れ
等
の
懸
念
が
常
に
あ
っ
た
。
ま
 

た
、
紙
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
は
紛
失
、
情
 

報
流
出
と
い
う
リ
ス
ク
も
常
に
伴
う
た
 

め
、
情
報
記
録
の
正
確
性
と
効
率
性
、
 

機
密
保
持
の
観
点
か
ら
、
D
X
を
駆
使
 

し
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
 

い
た
。
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電
子
野
帳
の
開
発
 

前
述
し
た
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
 

当
社
が
独
自
に
「
電
子
野
帳
「Wild-K｣ 

を
開
発
す
る
に
至
っ
た
。
特
に
、
当
社
 

は
自
然
環
境
調
査
を
事
業
の
ー
つ
の
柱
 

と
し
て
い
る
た
め
、
本
ツ
ー
ル
の
活
用
 

に
よ
っ
て
よ
り
迅
速
か
つ
正
確
な
調
査
 

結
果
の
把
握
が
期
待
で
き
た
。
 

電
子
野
帳
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
 

①
入
力
デ
ー
タ
の
自
動
保
存
及
び
転
送
、
 

②
写
真
・
動
画
と
野
帳
デ
ー
タ
の
自
動
 

紐
付
け
及
び
整
理
、
③
自
動
測
位
、
④
 

多
彩
な
入
力
方
法
、
⑤
清
書
・
転
記
の
 

不
要
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
何
ょ
 

り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
一
 

つ
で
賄
え
る
と
こ
ろ
（
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
 

ン
）
が
最
大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
 

ま
ず
、
入
力
デ
ー
タ
は
、
暗
号
化
し
 

た
上
で
即
時
M

i

c

r

o

s

o

f

t

社
T

e

a

m

s

 

現場で撮影した写真 
一 一 

. 

に
自
動
転
送
 

さ
れ
る
の
で
、
 

関
係
者
が
作
 

業
の
進
捗
や
 

内
容
を
す
ぐ
 

に
チ
ェ
ッ
ク
 

す
る
こ
と
が
 

で
き
、
さ
ら
 

に
デ
ー
タ
の
 

バ
ッ
ク
ア
ッ
 

プ
と
し
て
も
 

機
能
す
る
た
 

め
、
デ
ー
タ ．  

紛
失
の
懸
念
が
な
い
。
カ
メ
ラ
機
能
で
 

は
、
写
真
は
も
ち
ろ
ん
動
画
に
も
対
応
 

し
て
お
り
、
例
え
ば
写
真
を
動
物
の
動
 

き
や
鳴
き
声
を
紐
付
け
て
記
録
し
、
そ
 

れ
ら
を
自
動
的
に
整
理
す
る
こ
と
も
で
 

き
る
。
 

自
動
測
位
機
能
で
は
、
調
査
デ
ー
タ
 

手入力の清書化 写真画像の紐付け 
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の
入
力
と
同
 

時
に
位
置
情
 

報
が
記
録
さ
 

れ
る
の
で
、
 

そ
の
精
度
を
 

即
時
点
検
す
 

る
こ
と
が
可
 

能
で
あ
る
。
 

ま
た
、
本
電
 

子
野
帳
へ
の
 

入
力
方
法
は
、
 

手
書
き
、
タ
 

ッ
チ
入
力
ば
 

、
 

Wild-K 入力画面例（入力時にその場所の地図が現れる） 

か
り
で
な
く
音
声
入
力
も
可
能
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
入
力
デ
ー
タ
を
直
接
c
s
V
 

や
K
M
L

フ
ァ
イ
ル
形
式
で
ダ
ウ
ン
ロ
 

ー
ド
で
き
る
た
め
、
転
記
に
伴
う
ミ
ス
 

が
完
全
に
排
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
即
 

日
報
告
も
可
能
と
な
り
、
迅
速
か
つ
正
 

確
な
成
果
品
の
作
成
に
つ
な
が
っ
て
い
 

る。 セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
は
、
使
用
端
末
 

の
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
ロ
ッ
ク
や
前
述
 

の
デ
ー
タ
暗
号
化
も
含
め
多
重
の
対
策
 

が
な
さ
れ
て
お
り
、
情
報
流
出
の
リ
ス
 

ク
が
最
大
限
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
大
き
 

な
特
徴
で
あ
る
。
 

現
在
、
他
社
で
も
野
帳
の
電
子
化
の
 

動
き
は
あ
る
が
、
「
電
子
野
帳
Wild-K｣

は
現
場
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
お
り
、
二
〇
 

背景地図出典：国土地理院（https://maps.gsi.gojp/developmentノichirari.html) 

二
一
年
度
に
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
 

備
局
か
ら
中
部
D
X
大
賞
奨
励
賞
を
受
 

賞
し
た
実
績
も
あ
る
。
な
お
、
本
ツ
ー
 

ル
は
あ
く
ま
で
当
社
が
調
査
を
実
施
す
 

る
際
に
用
い
る
こ
と
を
前
提
に
開
発
し
 

た
経
緯
が
あ
る
。
 
 

電
子
野
帳
の
展
開
 

既
に
二
〇
二
〇
年
よ
り
こ
の
電
子
野
 

帳
の
現
場
へ
の
投
入
を
図
っ
て
き
た
が
、
 

そ
の
活
用
を
通
じ
た
様
々
な
要
望
を
汲
 

み
上
げ
、
常
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
 

図
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
派
生
 

型
と
し
て
、
猛
禽
類
の
調
査
に
特
化
し
 

た

「

猛

禽

類

調

査

電

子

野

帳

 

Raptor-K

や
、
定
期
採
水
調
査
に
 

特
化
し
た
「
電
子
野
帳
A
q
u
a
-
K
」
も
 

開
発
済
み
で
あ
る
。
 

R
a
p
t
o
r
-
K
は
、
鳥
類
の
う
ち
の
 

ワ
シ
や
タ
カ
等
の
猛
禽
類
の
調
査
に
特
 

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
猛
禽
類
の
調
杏
 

で
は
、
そ
の
行
動
の
把
握
が
重
要
で
あ
 

る
が
、
従
来
の
調
査
方
法
で
は
、
紙
ベ
 

ー
ス
の
地
図
上
に
手
書
き
で
飛
跡
を
描
 

き
、
後
に
P
c
上
で
電
子
化
（
G
I
S
 

化
）
と
い
う
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
P
 

c
上
で
飛
跡
を
描
く
に
は
、
二
点
の
プ
 

ロ
ッ
ト
を
指
定
し
、
そ
の
間
を
近
似
曲
 

線
で
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
複
数
点
 

連
ね
て
い
く
 

と
い
う
作
業
 

が
な
さ
れ
て
 

い
た
が
、
本
 

ツ
ー
ル
で
は
、
 

タ
ブ
レ
ッ
ト
 

上
の
地
形
図
 

等
を
背
景
に
、
 

飛
跡
等
を
手
 

書
き
で
直
接
 

描
け
る
と
こ
 

ろ
に
大
き
な
 

特
徴
が
あ
る
。
 #

I

 

I

猛禽類の飛跡記載例 

出典‘国土地理院（httpsゾノmaps.gsi.go.jp/development/ichiran.html) 

ま
た
、
猛
禽
類
の
行
動
ご
と
に
行
動
 

属
性
の
詳
細
（
通
常
飛
翔
→
旋
回
上
昇
 

→
急
降
下
な
ど
）
を
指
定
す
る
こ
と
も
 

可
能
で
あ
り
、
記
載
漏
れ
の
リ
ス
ク
が
 

排
除
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ー
ス
と
な
 

る
図
面
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
地
形
図
 

の
み
で
な
く
、
航
空
写
真
や
淡
色
地
図
 

へ
の
切
り
替
え
や
、
あ
ら
か
じ
め
G
I
 

s
で
営
巣
地
等
の
情
報
を
記
載
し
た
図
 

面
に
も
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
、
山
 

間
地
等
で
の
オ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
下
で
 

も
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
 

一
方
、
「
A
q
u
a
-
K
」
は
ダ
ム
・
河
川
 

等
に
お
け
る
水
質
調
査
に
特
化
し
た
も
 

の
で
あ
る
。
本
電
子
野
帳
で
は
、
調
杏
 

結
果
を
ク
ラ
ウ
ド
上
の
E
x
c
e
l

フ
 

ァ
イ
ル
へ
現
場
の
作
業
員
が
入
力
す
る
 

背景地 図 

た
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
他
調
査
班
や
 

社
内
の
有
識
者
が
状
況
を
把
握
で
き
る
。
 

使
い
慣
れ
た
E
x
c
e
l

へ
の
入
力
の
 

た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
学
習
コ
ス
ト
が
低
 

い
こ
と
に
も
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
独
 

自
に
開
発
し
た
電
子
看
板
カ
メ
ラ
は
、
 

自
動
で
撮
影
写
真
の
撮
影
地
点
と
写
真
 

種
類
を
選
ん
で
写
真
内
に
表
示
す
る
 

（
電
子
看
板
の
自
動
合
成
）
た
め
、
撮
 

影
漏
れ
が
無
く
な
る
。
加
え
て
、
結
果
 

集
計
ッ
ー
ル
に
よ
り
デ
ー
タ
形
式
が
統
 

一
さ
れ
、
調
査
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
 

ス
化
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
 

な
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
既
に
電
子
野
帳
は
 

現
場
で
実
践
投
入
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
 

さ
ら
に
現
場
の
新
た
な
声
を
汲
み
取
っ
 

て
、
よ
り
多
様
な
調
査
に
対
応
で
き
る
 

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
結
果
、
 

我
が
国
の
自
然
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
 

こ
と
が
当
社
の
願
い
で
あ
る
。
 

加
藤
 
真
司
●
か
と
う
 
ま
さ
し
 

専
門
は
環
境
デ
ザ
イ
ン
（
博
士
 
ロ1
ザ
イ
ン
 

学
〕
）
。
国
土
交
通
省
に
て
主
に
都
市
公
園
行
 

政
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
国
立
研
究
開
発
法
 

人
建
築
研
究
所
に
て
都
市
緑
化
の
効
果
に
つ
 

い
て
の
研
究
に
携
わ
っ
た
。
二
〇
一
七
年
よ
り
 

株
建
設
環
境
研
究
所
に
入
社
し
、
各
種
公
共
 

事
業
等
の
調
査
計
画
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る
。
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